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後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
第
五
号
に
て

ご
案
内
し
ま
し
た
「
親
子
で
あ
そ

ぼ
う
創
作
ひ
ろ
ば
」
を
、
昨
年
の

十
一
月
二
日
に
松
下
電
器
半
導
体

社
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
の
コ
ー
ナ
ー
の
他
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
工
作
の
コ
ー
ナ
ー
や
福

祉
施
設
授
産
品
の
販
売
、
長
岡
京

市
の
野
菜
市
な
ど
、　親
子
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
よ
り
、

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

次
回
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
国
と
地
方
自
治
体
の
借

金
の
合
計
額
が
お
よ
そ
七
百
兆

円
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

三
人
家
族
の
場
合
で
考
え
て
み

る
と
、
一
家
族
あ
た
り
、
お
よ

そ
千
六
百
万
円
も
の
借
金
を
抱

え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
失
業
率
の
増
加
や
企

業
の
業
績
不
振
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
の
市
民
税
収
も
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。
長
岡
京
市
の
平

成
十
四
年
度
の
市
民
税
は
、
ピ

ー
ク
時
の
平
成
元
年
度
と
比
較

す
る
と
、
約
八
十
一
億
円
か
ら

約
五
十
一
億
円
へ
と
、
計
三
十

億
円
（
個
人
市
民
税
で
約
六
億

円
・
法
人
市
民
税
で
約
二
十
四

億
円
）
減
少
し
そ
う
で
す
。

先
行
き
の
見
え
な
い
日
本
経

済
の
中
、
長
岡
京
市
の
財
政
運

営
が
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
い
く
こ
と
を
思
う
と
、
市

民
や
企
業
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

く
税
金
を
、
必
要
な
と
こ
ろ
へ
、

よ
り
有
効
に
使
っ
て
い
く
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

長
岡
京
市
で
は
、
平
成
十
三

年
に
策
定
さ
れ
た
第
三
次
総
合

計
画
に
基
づ
き
様
々
な
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

事
業
が
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
か

け
て
ど
れ
だ
け
の
成
果
を
出
し

て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
た
め

に
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
い

よ
い
よ
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
予
算
審
査
の
段
階
で
、

各
事
業
が
ど
れ
だ
け
の
予
算
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
従
来
の
形
か

ら
事
業
別
予
算
表
記
の
形
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
年
度
末
に
は
、
次
年

度
の
予
算
編
成
に
活
か
せ
る
よ

う
に
、
そ
の
事
業
毎
に
設
定
さ

れ
た
目
標
数
値
が
、
ど
れ
だ
け

達
成
さ
れ
た
か
が
、
決
算
額
と

と
も
に
確
認
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
事
業
の
必
要
性
を
判
断
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
税

金
を
使
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
各
事
業
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
判
断
基
準
な
ど
は

市
民
の
皆
様
が
論
議
で
き
る
よ

う
に
、
す
べ
て
公
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
こ
の
点
や
、
さ
ら
に

改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
強

く
訴
え
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」

が
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
岡
京
市
議
会
議
員進

藤
　
裕
之

第
一
回　「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
創
作
ひ
ろ
ば
」　

を
開
催
し
ま
し
た

ペットボトルロケット飛ばしゲーム 竹細工コーナー

メッセージカード作りコーナー クラフトコーナー

お食事コーナーメカ虫作成（宝塚市の白石卓也さん発案）コーナー

1 / 12（日）に行われた長岡京市長

選挙で「小田ゆたか」氏が当選

されました。

開票結果（投票率40.20％）

小田ゆたか（無・新）1 4 , 1 7 2 当

竹林　光美（無・新）10,249

長岡京市長選挙結果長岡京市長選挙結果

第6号
1月

部

内

資

料
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長
岡
京
市
の
平
成
十
三
年
度
決

算
が
、
別
表
の
金
額
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
点

は
、　前
年
に
比
べ
て
、　特
別
会
計
の　

「
介
護
保
険
事
業
」　が
利
用
者
の
増

加
に
よ
り
、　
歳
入
歳
出
と
も
に
大

き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
で
す
。　

し
か
し
、
現
在
乙
訓
管
内
で
向

日
市
内
に
一
施
設
、
長
岡
京
市
内

に
二
施
設
あ
り
ま
す
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
百
人
以
上
の
方
が
、
入
所
待
ち

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
待
機
解
消
へ
向
け
て

長
岡
京
市
内
の
天
神
に
今
年
の
五

月
に
一
施
設
が
新
規
開
所
、
平
成

十
五
年
度
中
を
目
標
に
、
大
山
崎

町
内
で
は
一
施
設
を
新
設
、
向
日

市
内
で
は
既
設
施
設
に
増
床
す
る

計
画
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
な
か
、
今
後
の

保
険
や
年
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
十
分
な
論
議
が
必
要
で
す
。

昨
年
の
十
月
に
長
岡
京
市
で
初

め
て
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
議
会
」

で
市
内
各
小
学
校
か
ら
選
出
さ
れ

た
、
”　

子
ど
も
議
員

“
か
ら
要
望

の
多
か
っ
た
図
書
室
の
図
書
充
実

に
対
し
て
、
年
度
末
ま
で
に
市
内

各
小
中
学
校
全
校
に
図
書
購
入
用

に
各
校
十
万
円
の
歳
出
予
算
が
一

般
会
計
の
補
正
予
算
で
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

”　
子
ど
も
議
員

“
の
活
躍
が
具

体
的
な
予
算
と
し
て
結
び
つ
い
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
神
足
二
丁
目
の
旧

西
国
街
道
に
あ
る
国
登
録
有
形
文

化
財
の
「
石
田
家
住
宅
」
を
購
入

す
る
（
土
地
・
家
屋
と
も
）
歳
出

予
算
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

既
存
の
神
足
遺
跡
、
勝
龍
寺
城

公
園
、
恵
解
山
古
墳
、
中
山
修
一

記
念
館
な
ど
と
並
び
、
他
市
か
ら

の
方
々
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な

「
観
光
都
市
長
岡
京
市
」
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
そ
の
整
備
内
容
に

つ
い
て
の
十
分
な
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
今
議
会
で
給
与
の
官

民
格
差
を
な
く
す
た
め
に
行
わ
れ

て
い
る
「
人
事
院
の
給
与
勧
告
」

に
も
と
づ
く
条
例
の
一
部
改
正

と
、
減
額
さ
れ
る
人
件
費
に
関
わ

る
部
分
の
一
般
・
特
別
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
市
職
員
の
月
々

の
「
給
料
が
減
額
」
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
年
の
一
月
か
ら
「
給

料
表
が
改
定
」
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の
四
月
か
ら
十
二
月
分
の

減
額
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
今
年

三
月
期
の
期
末
手
当
か
ら
減
額
し

て
調
整
さ
れ
ま
す
。

今
後
と　
も　「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」　

な
ど　
で　
市
民　
へ　
の　
情
報
公
開
を
進　

め　
て　
、　
市
民
参
加　
に　
よ　
る　
開　
か　
れ　

た　
ま
ち　
づ　
く　
り
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　

行
政　
へ　
訴
え　
つ　
づ　
け　
て　
ま　
い　
り
ま
す　
。　

今
号
で
も
報
告
い
た
し
ま
し
た

「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
創
作
ひ
ろ
ば
」

に
、
当
日
は
少
し
肌
寒
い
天
気
で

し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

頂
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、　各
種
創
作
コ
ー
ナ
ー
で
ご

指
導
頂
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、　独
創
的
な
商
品
や
新
鮮
野
菜
を

持
参
し
て
頂
い
た
販
売
物
コ
ー
ナ

ー
の
皆
様
、　本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
も
、　地
域
の
皆
様
と
共

に
運
営
し
、　共
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
、　地
域
に
根
ざ
し
た
行

事
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。　

（
Ｙ　
・　
Ｍ
）　

平
成
十
四
年
第
四
回
議
会
定
例
会
報
告

［一般会計］

歳入　245.3億円（前年比 98.2％）

歳出　238.0億円（前年比 98.5％）

［特別会計］

歳入　177.5億円（前年比 108.3％）

歳出　169.6億円（前年比 110.4％）

［合　　 計］

歳入　422.8億円／歳出　407.6億円

（会計相互の繰出・繰入により純粋な合計は

それぞれ30.3億円少なくなります）

【長岡京市平成13年度の主な財政指標】

・財政力指数（1を超えるほど財源に余裕がある）

0.911（前年度0.842）…改善

・経常収支比率（75％以下が望ましい）

87.9%（前年度84.5%）…悪化

・公債費比率（10％以下が望ましい）

10.4%（前年度10.5%）…改善

＜長岡京市平成13年度決算額＞

子ども議会（議会だよりNo.133より）

第70～80号議案－平成13年度一般および特別会計歳入歳出決算の認定について
第81号議案－長岡京市地域イントラネット基盤整備事業の請負契約について
第82号議案－市道の認定について
第83～85号議案－"長岡京市特別職非常勤講師の報酬及び費用弁償に関する条例"など

の一部改正について
第86～89号議案－平成14年度一般・特別会計補正予算
第90～99号議案－人事院勧告に伴う条例の一部改正と平成1 4年度一般・特別会計

補正予算
請願は1件で採択、陳情は1件（趣旨を了としない）でした。

また、諮問が1件承認され、議員提出の議会条例が1件可決されました。

この議会で採決された議案は30件ですべて承認、可決されました。

勝龍寺城公園
（市のHPより）

後援会ニュース第4号で京都第二外環状道路

Ａ区間（京滋バイパス～名神高速道路まで）

の開通時期について、今年の3月とお伝えし

ていましたが、一部工事と土地買収の遅れに

より秋頃の開通に延期されます。

長岡京市の人口と世帯数
（平成15年1月1日現在）

人　口　　77,918人

男性　38,090人

女性　39,828人

世帯数　　30,631世帯

1世帯当り人数

2.54人/世帯

京都第二外環状道路

A区間の開通が延期されます

大山崎JCT・IC（仮称）（後援会ニュース第4号より）

10月

18日　消火技術競技会

24、25日　会派（フォーラム21）研修視察（船橋市・前橋市）

28日　長岡京市子ども議会

29日　長岡京市平成13年度決算審査特別委員会

（11月18日まで）

31日　全国都市問題会議（佐世保市／11月1日まで）

11月

2日　第1回「親子であそぼう創作ひろば」

3日　第33回学童子どもまつり

5日　京都南部都市広域行政圏推進協議会審議会（第2回）

10日　第11回ガラシャまつり

16日　長岡第六小学校創立30周年記念式典

17日　第35回長育連スポーツ交流大会

長岡京市水フォーラム

21日　電機改革フォーラム「乙訓地区市民相談会」

24日　第5回長岡京ペタンク大会

28日　ＭＣＭ近畿ブロック市民相談会

29日　第7回後援会代表幹事会

12月

3～17日　平成14年第4回議会定例会

8日　電機連合近畿ブロック三役会議

14日　市民総決起大会

16日　電機連合京都地協'02冬季拡大幹事研修会

1月

4日　長岡京市消防出初式

6日　長岡京市年賀交歓会／長岡京市商工会新春年賀交歓会

8日　松下電器労組組織内議員団会議（ＭＣＭ）

13日　成人式

進藤裕之の主な活動記録
（期間：平成14年10月12日～平成15年1月17日）


